
上越ケーブルビジョン FM みょうこう 
令和 4 年度 

第 2 回放送番組審議会 議事録 
 
 
１ 開催年月日  2023 年 3 月 15 日（水）14：00～15：00 
２ 開催場所  上越ケーブルビジョン本社 
３ 委員出席 
    委員数  5 名 
    出席委員数 4 名 

出席委員の氏名 鴨井茂人 委員長、江口克也 副委員長、児玉久美子 委員、渡邊安奈 委員、 
    欠席委員の氏名 吉田正和 委員 

上越ケーブルビジョン株式会社（FM みょうこう）出席者名 
福嶋良章担当取締役、沢田真紀 担当部長、岩崎勝洋課長代理、鶴見幸恵課長代理  

 
４ 議題 

（１） 生放送番組「ぴっとイン」について 
    生放送番組「朝ナビ」降雪時の対応について 
（２）今後の放送計画について 
（３）その他 

 
５ 議事の概要 

（１） 生放送番組について 
（ａ）「ぴっとイン」 

概要 昨年 10 月よりスタートした生放送番組。 
       「朝ナビ」「ふるぶる」に続き FM みょうこうと FM じょうえつの２局同時生放送。 

番組名の「ぴっとイン！」は、自動車レースの「燃料補給」や「整備」を行う 
「ピット」が由来。ランチタイムに「ラジオでほっと一息して、午後の活力を養って 
ほしい」そんな思いが込められている。 
毎週木曜日は「おでかけマイク」と題し、街の様子や市民の声を伝えている。 

 

     構成 天気・交通・道路情報 
ランチ情報・地域の話題・健康や医療の話・行政からのお知らせ 
リスナーメッセージ・音楽 
出演：佐藤委子・滝沢柚紀子・柳澤孝子・田原麻衣子 
放送：月～金 11:30～14:00 

          （12:00～12:30 は JCV テレビ、上越妙高タウン情報と同時生放送） 
 
 
           （ｂ）「朝ナビ」降雪時の対応 

概要  降雪時の生放送について 1 月の朝の生放送から録音したものの一部を抜粋。 



「朝ナビ」は午前６時半から 8 時までラジオ 2 局とテレビ、さらに弊社ウェブサイト

「上越妙高タウン情報」から映像でネット配信している番組（ラジオは 8:30 まで）。 
天気予報と通常の交通情報に加え、幹線道路の状況を JCV の情報カメラの映像を 
情景描写しながら言葉で伝えている。 
 

 

（２）今後の放送計画について 
 １．特別番組 
   高田城址公園観桜会 生中継 
   4 月 1 日（土）11:00～12:00 
   本社スタジオと高田城址公園を繋ぎ会場の様子をお伝えする 
   テレビ・ラジオ・ネット同時生放送 
 

あの頃青春グラフィティ 
   4 月 8 日（土）ミュゼ雪小町 

 
 

（３）その他 アプリについて 
概要：ＦＭみょうこう公式アプリ（サイマル放送）。 

電波の届きにくいエリアのために導入。携帯電話の通信が可能な 
環境や、インターネットの利用可能な環境であればスマホやタブ 
レット PC 等へダウンロードしたアプリを利用し、エリア外でもＦＭ 
みょうこうの放送番組を聴くことができる。 
アプリのダウンロード数  37,270DL（3 月 14 日現在） 

29,339DL（7 月 8 日現在） 
 

 
６ 審議内容 
     （１）（ａ）生放送番組「ぴっとイン」 
        ①（審議委員） お出かけマイクは楽しそうでスキー場の様子が伝わってくる。 
                インタビューにあったインバウンドの話が興味深かった。 
        ②（審議委員） 中継を楽しく聴けた。 
                次はどこへ出かけるのだろうとワクワク感じた。 
        ③（審議委員） 知っている人が出ていると身近に感じることができる。 
 
        （ｂ）生放送番組「朝ナビ」降雪時の対応について 

① （審議委員） 雪国で暮らす上で必要な情報だと改めて感じた。 
② （審議委員） 道路情報を細かく伝えてもらえて助かる。 

       ラジオを聴くと便利だよ、と知らない人に教えたくなった。 
③ （審議委員） 水道管凍結の話があったが、知っているようで知らなかった 

       ことなので知れて良かった。 



                 地域では当たり前と思っていることも、まだまだ知らない人も多く

いると思う。 
④ （審議委員） 凍結が予想される前日に「凍結注意報」など情報を出すのも 

       有効的では？ 
          （事務局） 参考にしたい。 

⑤ （審議委員） 大雪など緊急時に聴いてもらうためには普段から聴いてもらうこと 
       が大切だと思う。 

 
     （２）今後の放送計画について、その他要望など 
        ①（審議委員） 都内の人へ向けて情報を発信するのも面白いのでは。 
                例えば、雪質の違いなどスキー場に足を運ぶきっかけにもなる。 
        ②（審議委員） 高校生のエピソードが聴けたのが新鮮だった。 
                また、ランチ情報は聴いていると行ってみたくなるので良いと思う。 
        ③（審議委員） どの位の人が聴いているのか。地域で流れていると聴くきっかけに 
                なるのでは。 
          （事務局） 一つの目安としてアプリのダウンロード数が増えてきている。 
                地域のどんなところで聴けたらいいか？ 
         （審議委員） 駅、市役所、道の駅、郵便局、銀行、高原メッセなど体育館ロビー、 

 病院の待合室など人の集まる場所がいいのでは。 
          （事務局） 聴ける場所が増やせるように努力したい。 
 
 
 
７ 審議機関の答申又は意見に対してとった措置の内容及び年月日 

審議番号 措置の内容 措置日 
（１）b－④ 質問に対して回答 令和五年 3 月 16 日 
（２）－③ 質問に対して回答 令和五年 3 月 16 日 

 
８ 審議機関の答申又は意見の概要の公表 
 公表の方法 ①自社放送 
   ②事務所への備え置き 
   ③自社ホームページ（http://fm-myoko785.jp）への掲載 
 
９ その他参考事項 
 
 
 


